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⻘森県河川砂防課青森県の河川と海岸

一級河川（国管理）

一級河川（県管理）

二級河川

海岸保全区域

完成済ダム

建設中ダム

⻘森県河川砂防課
River and Erosion Control Division , Aomori Prefectural Government

テーマ①『⼟⽊構造物・建物の点検』
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⻘森県河川砂防課

国 県 市町村

河川
（１級及び２級水系）

３水系
１５河川

（約165km）

８２水系
２８６河川

（約1,922km）
－１）

海岸 －
ほぼ全て

(約437km) ２）
ごく一部３）

砂防 －
全て

(約4,000箇所)
－

（参考）青森県における河川・海岸・砂防

１）準⽤河川（河川法の⼀部を準⽤する河川）と普通河川（１級、２級
及び準⽤河川以外の河川）がある。

２）河川砂防課管理分のみ
３）市町村が管理する漁港に接続する、ごく⼀部の海岸。

○管理区間

青森県の役割
⻘森県河川砂防課

River and Erosion Control Division , Aomori Prefectural Government
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⻘森県河川砂防課年次点検
⻘森県河川砂防課

River and Erosion Control Division , Aomori Prefectural Government

護岸への樹木侵入（青森市・堤川） 矢板護岸（鯵ヶ沢町・中村川）

○人員不足により直営での対応が困難であることから、堤防点検を外部委託。
（参考：年間委託料１公所あたり平均約４百万円）
→河道、堤防の効率的かつ安価な点検・診断を図るための方法を知りたい。

○常時水面下にある点検が困難
→常時水面下にある河川管理施設の点検を効率的かつ安価に行いたい。

堤防等の年次点検の様子
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福島県古殿町

▲河道内への巨石堆積状況

テーマ①『⼟⽊構造物・建物の点検』

【河川・砂防】

・年１回程度の職員による目視点検を実施。

・管理延長も長いことから、河岸や護岸の点検を効率的かつ安価に実施
し、適切な診断方法を知りたい。
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福島県古殿町

▲土砂堆積状況▲護岸からの樹木繁茂状況

テーマ①『⼟⽊構造物・建物の点検』
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福島県古殿町
テーマ①『⼟⽊構造物・建物の点検』

・技術系職員がいなく、各種研修等に参加し知識を得て点検を実施している。
・職員数も少なく、なかなか点検ができない状況である。

・外部に委託するにしても、財政的に厳しいため、短期間で技術系職員以外でも簡易に
できる点検方法があれば知りたい

▲道路法面の様子
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福島県古殿町
テーマ①『⼟⽊構造物・建物の点検』

▲道路法面の様子

【道路】
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福島県古殿町
テーマ①『⼟⽊構造物・建物の点検』

▲道路法面の様子
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テーマ①『土木構造物・建物の点検』

平成31年2月4日

株式会社 復建技術コンサルタント

市川 健
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インフラメンテナンス国民会議東北フォーラム 第１回マッチングイベント

1.ＵＡＶ撮影による写真画像を利用して河川管理を効率的に行う技術（e-River）

2.ＵＡＶ写真画像・固定式レーザースキャナーを用いて道路法面点検を効率的に行う技術

【河川・護岸の点検について】

【 道路法面の点検について 】

ニーズとシーズ

1.ニーズ
1）河川・護岸の効率的かつ安価な点検・診断方法を知りたい
2）（道路法面点検において）目視だけでは判断できない場合
の効率的かつ安価な点検方法を知りたい

2.シーズ
1）ＵＡＶ撮影による写真画像を利用して河川管理を効率的に
行う技術（e-River）・・・東京大学との共同研究成果を反映

2）ＵＡＶ写真画像・固定式レーザースキャナーを用いて道路
法面点検を効率的に行う技術・・・e-River開発技術を反映
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1.e‐Riverによる河川管理の効率化

1）ＵＡＶ撮影による写真画像を利用して河川
管理を効率的に行う技術（e-River）
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1.e‐Riverによる河川管理の効率化（フロー）

・使用機材と作業フロー

4

撮 影 条 件

撮影機材 Phantom4 PRO（同等機）

撮影方法 静止画、動画（4K）

写真解析ソフト PhotoScanなど（解析ソフト）

UAV撮影：静止画、動画（4K）
（撮影機材：Phantom4 PRO使用）

写真解析
点群発生➡ＴＩＮ作成➡オルソ化

e‐Riverでデータ読込み

【フロー】

▲使用機材（Phantom4 PRO）

計算断面取得、水位計算

－11－



1.e‐Riverによる河川管理の効率化（目的）

・中小河川の維持管理を目的として、当社が独自開発したＵＡＶ撮影
データ編集のための専用ソフト（商標登録済み、特許出願中）
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👈ソフト立上げ時の
トップ画面

1.e‐Riverによる河川管理の効率化（何ができる）

・既存の測量作業である河川横断縦断測量を実施しなくとも水位計
算用の河川縦横断図を作成し、水位計算の実行が可能
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1.e‐Riverとは（成果・アウトプットは）
・出力図のイメージ
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水位図（横断図） オルソ画像

縦断図 河川諸元
項目 諸元

・流域面積 100.0 km2

・延長 20.0 km

・上流端 宮城県仙台市××地先

・下流端 △△川合流

・計画基準点 □□橋

・計画規模 1/30

・計画降雨量 基準点日雨量 100 mm

・計画高水流量 100 m3/s

○○川 主要諸元
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流量 40 m3/s

死水域無_粗度係数0.030(case1) 死水域無_粗度係数0.038(case5)

死水域有_粗度係数0.030(caes9) 死水域有_粗度係数0.038(case13)

最深河床高(m) 左岸高(m)

右岸高(m) D.H.W.L

ユーザーが指定した位置の
横断図を取得し、計算水位
や計画高水位を図化する。

縦断図に右岸線・左岸
線・計画高水位などを併
せて表示する。

UAVで撮影された河川周辺
を含むオルソ画像を表示

河川の諸元を一覧表示

左岸 右岸

上流

下流

上流

下流

1.e‐Riverによる河川管理の効率化（総括）

・総括
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項 目 従来手法 本手法 特記事項

水位計算 奔流など水位計算専用ソフトを用
いて熟練技術者が作業

e‐River上でマウスとタブからの選択で
比較的容易に計算作業が可能

河川縦横断測量
（河川管理レベル、誤差許容）

熟練技術者による現地作業、図
化編集が必要、任意地点の作図
は不可（現場で再測）

現地撮影作業は1、2日程度、ＵＡＶ
データを加工し、e‐Riverで読み込むこ
とで任意地点の作図が可能

災害査定資料とし
て活用が可能

専用スキル 水位計算ソフト、測量ＣＡＤともに
操作が困難、熟練技術を要す

従来ソフトに比較し容易

予 算（委託費に換算）
・水位計算：準二次元不等流計算
・測量：河川延長2km、川幅30m

水位計算： 70万円
測 量： 90万円
合 計：160万円

水位計算： 40万円
測 量： 80万円（ＵＡＶ撮影+データ処理）

合 計：120万円（対､従来手法0.8）

費用には、両手法の
共通項目である、準備、
打合せ、報告書作成
費等は含まず（委託の
場合は別途計上）

備 考 河川管理者が上記作業を行う場
合、別途、専用ソフト（水位計算、
ＣＡＤ）の購入費が必要

河川管理用ソフト（e‐River）は期限付き
で無償提供を予定
河川管理者側で概略検討が可能

－13－



2.道路法面点検の効率化

2）ＵＡＶ写真画像・固定式レーザースキャナー

を用いて道路法面点検を効率的に行う技術
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2.道路法面点検の効率化（フロー）

・使用機材と作業フロー

10

撮 影 条 件

撮影機材
TOPCON GLS‐2000（同等機）
Phantom4 PRO（同等機）

撮影方法 レーザー、静止画（写真）

写真解析ソフト PhotoScanなど（解析ソフト）

上空から：UAV撮影（静止画）
地上から：固定式レーザー

写真解析
点群発生➡ＴＩＮ作成➡オルソ化

e‐Riverでデータ読込み

【フロー】

▲地上から：固定式レーザー、上空から：ＵＡＶ ▲

任意断面取得、経年変化把握など

－14－



2.道路法面点検の効率化（計測事例）
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アンカー法枠 道路法面（平成30年11月28日、計測・撮影）

TOPCON GLS‐2000（点群密度_中レベル、実計測時間45分）

2.道路法面点検の効率化（計測事例、横断図作成）
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アンカー法枠 道路法面

任意断面における点群からの横断図作成（例）

任意箇所の断面図作成（イメージ）

道路法面→

植生箇所→

－15－



2.道路法面点検の効率化（総括）
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1）従来測量技術との相違点
・ 測量時、法面にぶら下がるような危険を伴う作業が不要
・ 任意箇所の断面の取得が容易

2）どんな所で使えるか
・ 道路法面（維持管理、施工直後・被災前の状況の把握）
・ 固定式レーザーとＵＡＶ写真測量の使い分けを行う必要あり
・ 見通しが悪い法面などは計測困難

3）費用
・ 撮影対象により大きく異なる
・ 固定式レーザーとＵＡＶ写真でも異なる
・ 調査実施の可否も含め費用についても要協議

ご清聴ありがとうございました！
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〇問合せ先
株式会社 復建技術コンサルタント
技術センター
市川 健ichikawa@sendai.fgc.co.jp
TEL：022‐217‐2045
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